
【離れてON】
■ 離れてONとは？
・ON／OFF出力タイプの近接センサにおける出力動作の仕方のひとつ。
・検出物体（ワーク）が近接センサから離れた時に出力がONするタイプを、“離れてONタイプ”と呼びます。

■ アンプ内蔵型は、接近時ONタイプ／離れてONが別機種
・近接センサの場合、アンプ内蔵型はほとんどのシリーズが接近時ONと離れてONに分かれて、別機種となっています。

・アンプ内蔵型近接センサは、次のような理由で接近時ON／離れてONが別機種に分かれています。

・保護構造（IP）を高める。

 

（動作切換スイッチを装備すると、保護構造を高くできない。）
・ローコスト対応。

 

（動作切換スイッチを装備すると、コストを安くできない。）

アンプ内蔵型近接センサGX-F12シリーズ

■ アンプ分離型は、接近時ONタイプ／離れてONの切り換えが可能
・近接センサの場合、アンプ分離型はアンプ側で接近時ON／離れてONの切り換えが可能となっています。

動作切換スイッチ



■ 接近時ONタイプ、離れてONタイプの出力動作
・近接センサの状態と出力動作の関係は、次の表のようになります。
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接近時ON／離れてONのタイプと出力動作

■ 型式名の見方
・シリーズ名の末尾に、“A”または、“B”が付きます。
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検出物体接近状態
接近時ONタイプ 離れてONタイプ

検出物体

接近時ONタイプ（“A”タイプ）は、出力OFF
離れてONタイプ（“B”タイプ）は、出力ON

■ 離れてONタイプを使用するメリット
・離れてONタイプを使用すると、検出物体（ワーク）を用意する
ことなく、装置稼動前の“始業点検”が可能となります。

・始業時、近接センサは検出物体（ワーク）を捉えていない
状態です。

この時、

（注）№115：接近時ONの用語解説も、併せてご覧ください。

となります。

・今、仮に、近接センサが故障したり、ケーブルが断線して
ONしなくなったとします。
この故障した状態で電源を投入すると、離れてONタイプ
（“B”タイプ）は、本来、出力がONになるべきですが、故障
により出力がOFFします。
すなわち、始業点検ができる、というわけです。
実際には、出力トランジスタのショート側故障を診断する
ために、数回スイッチをON／OFFさせる必要があります。

・これ対し、接近時ONタイプ（“A”タイプ）は、電源投入時
（始業時）出力OFFですので、故障や断線が発生していても、
診断できません。

このまま装置を稼動させると、検出物体（ワーク）を検出して
も出力はONしませんが、近接センサの後ろの機器（例：PLC）
は、故障や断線による出力OFFなのか、検出物体（ワーク）
を検出していなくてOFFなのかが区別・判断できず、装置
全体として問題が発生することになります。
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正常 ・異常（出力トランジスタオープン）
・ケーブル断線

そのまま稼動

検出物体なし
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近接センサ交換
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